
大切なのは「やり遂げること」 
副校長 鍋島 宏司 

北京冬季オリンピック、選手たちはプレーとともに心に残るいくつもの言葉を残してくれました。

その中で、私の心に響いたのは、「成し遂げることはできなかったけれど、やり遂げることはできた

と思います」と答えた女子スピードスケート 1000ｍで 10 位となった小平選手の言葉です。 

 

同じ女子スピードスケートで 5 つのレースに出場し、4 つのメダルを獲得するという快挙を成し

遂げた高木選手。しかし、1500ｍの銀の時と、500ｍの銀で見せた表情が全く違いました。1500ｍ

の時には笑顔がなく、500ｍの時にはガッツポーズ。全身で喜びを表していました。1500ｍは自分

の滑りができず、やり遂げることができなかった。500ｍは自分の滑りをやり遂げることができて、

飛び上がるほど喜ぶことができた。結果は同じ銀だけれども本人にとっては全く違うことだったの

だと思います。高木選手は 1000ｍで金になります。インタビューでは「思いどおりのレースができ

たので、金メダルが取れなくても悔いはないと思った」と言っていました。 

 

本人は何も語りませんが、小平選手は万全の体調ではなかったと思います。オリンピックの連覇

を目指したけれども、500ｍは自分の滑りができなかった。そこから 1000ｍに向けて本来の自分の

滑りではないかも知れないけれど、今の自分にできる限りの滑りはできた。それが、「成し遂げるこ

とはできなかったけれど、やり遂げることはできたと思います」という言葉になったと思います。 

 

「努力を重ねれば、結果は後からついてくる」とよく言われます。でも、いつも良い結果が伴う

わけではないと思います。すぐに結果が出ないことだってあります。その時成し遂げられなくとも、

やり遂げることができれば、自分に恥じることなく堂々と誇りをもって生きていけると思います。

そして、長い目で見たとき、人生において素晴らしい結果を得ていると思います。 

 

フィギュアスケートの羽生選手が「みんな何かに挑戦していると思います。それが、大きいこと

か、小さいことか、報道されるか、されないかの違いだけ。生きていること自体が挑戦だと思いま

す。」と答えていました。私は、4 回転アクセルに挑んだ羽生選手の姿に胸が熱くなりました。大切

なのは「やり遂げること」。あきらめず、挑戦し続けることだと思います。 

 

3 月は小 6、中 3 生にとっては卒業を迎える月です。在校生も 4 月には一つ学年が上がります。

今の自分にできることをぜひ「やり遂げてほしい」と思っています。 

 

 

 

 

 

http://hachioji-school.ed.jp/swas/index.php?id=takao3g 
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【日程】3月2日（水）から5日（土） 

【授業公開】各教室 

【展示会】 2階ランチルーム・渡り廊下 

  2日（水）10:00から14:00まで 

  3日（木）10:00から16:00まで 

  4日（金）10:00から16:00まで 

  5日（土）10:00から14:00まで 

※学校運営協議会委員及び保護者のみの公開となりま

す。 

 

🎼 お知らせ ♫

kyuufu  学校公開 ・『展示会』 

小学部、中学 1年・2年保護者会 

【日 程】3月3日（木） 

【全体会】14:30から[体育館]  

14 :55から【小学部】 [各教室]  

【中学部】 [体育館]  

◎中学部会の後「学年懇談会」 

         1年[1-1教室]、 2年［2-2教室］ 

個人・三者面談 

【日程】3月5日（土）から11日（金） 

【場所】各教室 13:40から16:00頃まで 

★担任から予定表が配られていると思います。 

【控室】5 日（土）は 5 階「図書室」を、8 日（月）

以降は、２階「ランチルーム」をお使いください。 

小学部校外体験学習 

【日時】3月23日（水）8:30～16:00雨天実施 

【場所】富士急ハイランド 

※詳細は学年からお知らせします。 

学校運営協議会 

3月5日（土）15：00より 

2階「きよたき教室」にて開催予定です。 


